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研究概要

⚫ 高強度レーザー照射時に発生する複合的なレーザーアブレーション
の駆動機構の解明は重要な課題である. 

⚫ X線輻射の影響を除去することで, 従来の手法よりも幅広い条件に
適用できる質量噴出率の時間分解計測手法を開発した. 

⚫ CH材料に対して高強度レーザー照射実験を実施したところ, 定常
アブレーションモデルと矛盾のない結果を得ることに成功した. 

計測系概略図

⚫ バックライトX線（＝1.2 [keV]）のメインターゲットでの透過率を
XSCで計測, 時間変化から質量噴出率を評価する. 

⚫ 2台のXSCで同時計測を実施, メインターゲットで発生する自発光
X線を除去したうえで正確な質量噴出率を評価した. 

⚫ 今後は他条件でも評価を実施することで複合的なアブレーション
駆動機構を解明する. 

⚫ 実験には激光Ⅻ号を使用した（λ=351[μm], パルス幅300[ps], 
E = 600 [J], I = 2.0*1015[W/cm2]）. 

⚫ バックライトX線が吸収なく計測できる窓領域を作成するために
メインターゲットを短冊状に配置した. 

⚫ 2台のXSCを用いた同時計測に成功した. 

透過率（青）, フィッテイング結果（赤） 質量噴出率（赤）, 定常モデル（緑）

⚫ 2台の計測結果から自発光を除去し, 各時刻での透過率を計算した. 

⚫ 透過率の時間変化から質量噴出率を評価したところ, 定常アブレー
ションモデルと矛盾ない結果が得られた. 

⚫ 透過率の時間変化から質量噴出率を評価したところ, 定常アブレー
ションモデルと矛盾ない結果が得られた. 


